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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画策定方針 事業数
（）内の数字は、うち再掲分

分野

施策

12

①省エネルギーの推進 3

②再生可能エネルギーの推進 2

③温室効果ガスの吸収源対策の推進 3

④気候変動への適応 4

11(2)

①森林・里山の整備・保全 4(2)

②農地保全の推進 2

③水辺保全の推進 3

④生物多様性の保全 2

14(3)

①健康で快適な生活環境の確保 3

②大磯らしい景観の形成 5(1)

③快適で安全なまちづくりの推進 4(2)

④歴史・文化の保全 2

6

①ごみの減量化の推進 2

②ごみの資源化の推進 2

③ごみの適性処理 1

④まちの美化の推進 1

9(1)

①歴史・文化を大切にする人材の育成 3

②環境学習・体験の機会の提供 1

③普及啓発・情報発信の強化 3

④環境保全におけるパートナーシップの形成 2(1)

５　環境教育・学習の推進
　～環境を守るために、行動する人をはぐくむまち～

前期実施計画（R5～R9）　事業数一覧表

１　実施計画について
　実施計画は、第３次大磯町環境基本計画に掲げる基本目標の実現に向けて着実に推進するた
め、各施策に係る具体的な事業計画を策定し、進行管理を行うための計画です。

２　計画期間
　計画期間は、令和5年度から令和９年度までの5か年とします。

３　事業計画
　事業計画は、環境基本計画に掲げる各分野の施策の実現に資する内容とし、中間年度となる令
和9年度までの中間目標を設定したうえで年度ごとに進行管理を行うものとします。また、設定
した事業計画は、進行管理の中で必要に応じて追加や廃止を行うなど適時見直しを行います。

４　進行管理
　進行管理は、毎年度ＰＤＣＡサイクルを行い継続的な改善を図ります。事業計画は、大磯町環
境政策推進委員会（庁内会議）において横断的な協議・調整により計画を策定し、大磯町環境審
議会において専門的・多角的な評価を行い、適時計画に反映していきます。

52(6)

１　地球温暖化・エネルギー対策
　～地球にやさしく、気候変動に備えるまち～

２　自然環境の維持・保全
　～豊かな自然を大切にし、多様な生物と共生するまち～

３　生活環境の保全
　～健康で安心して暮らせる、美しいまち～

４　循環型社会の構築
　～ごみを減らし、資源を大切にするまち～



第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標１　地球温暖化・エネルギー対策

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R5 —

・公共施設における電力使用量等の
　調査・分析を実施
・電力使用量の削減に当たっての
　基礎調査を実施

R6 —
・基礎調査結果に基づく、設備
　更新等の計画を調査
・ロードマップの方針検討

R7
ロードマップの

作成
公共施設等における電力使用量
削減に係るロードマップの作成

R8 —
ロードマップに基づく電気使用量
削減の取組み開始

R5
道路・公園の照
明灯のLED化を

完了する

事業者選定及び契約締結後、現地
調査、LED照明灯への更新を実施

R6
電気使用量
70％削減

ESCO事業の運用を開始

R7
～
R9

R5

広報やホームペー
ジによる周知
１回以上／年

住宅断熱化による省エネ効果や国・
県の断熱リフォーム補助金等の周知
を実施

R6
～
R9

R4
実積

補助件数
13件／年

—

R5
補助件数

13件以上／年

環境に関するイベント等において、
申請件数の増に向けて補助制度の
周知を図る

R6
～
R9

継続

継続

ESCO事業の
運用を開始

3
①省エネル
ギーの推進

環境課 住宅断熱化促進事業
家庭における省エネルギー
推進のため、住宅の壁や窓の
断熱化を促進します。

広報やホームページ
による周知

１回以上／年を
継続

継続

4
②再生可能
エネルギーの

推進
環境課

住宅用太陽光発電システム
等普及促進事業

住宅用スマートエネルギー
設備導入費補助金の周知を
行い、太陽光発電システム
等、再生可能エネルギーの
普及を促進します。

住宅用スマート
エネルギー設備
導入費補助件数

13件以上／年を
維持

事業費
（決算額）
（千円）

公共施設等の電力
使用量削減に係る
ロードマップの

作成

公共施設における設備・機器
を更新し、高効率・省エネル
ギー性能の高い設備・機器の
積極的な導入を推進します。

公共施設等設備省エネ
ルギー化促進事業

施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要

環境課

実施結果項番

①省エネル
ギーの推進

1

2
①省エネル
ギーの推進

建設課
道路・公園照明灯LED化
ESCO事業

道路・公園の照明灯につい
て、ESCO事業の活用により
省エネルギー化を図ります。
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標１　地球温暖化・エネルギー対策

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

導入基数
累計　11件

—

R5 —
公共施設の整備計画に合わせた、国
の補助制度等の周知・浸透による、
予算措置等の準備

R6
導入基数

累計　12基
公共施設の新築・改築に合わせた、
太陽光発電システムの導入

R7 —
公共施設の整備計画に合わせた、国
の補助制度等の周知・浸透による、
予算措置等の準備

R8
導入基数

累計　13基
公共施設の新築・改築に合わせた、
太陽光発電システムの導入

R9 —
後期実施計画における導入計画の検
討

R4
実積

保存樹木等指定
件数(実積)
累計　16件

—

R5
保存樹木等指定

件数
累計　17件

保存樹木等助成金交付制度による
保存樹木及び樹林の維持管理支援

R6
保存樹木等指定

件数
累計　18件

〃

R7
保存樹木等指定

件数
累計　19件

〃

R8
保存樹木等指定

件数
累計　20件

〃

R9
保存樹木等指定

件数
累計　21件

〃

実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

5
②再生可能
エネルギーの

推進
環境課

公共施設等再生エネルギー
導入促進事業

公共施設の新築・改築に合わ
せ、太陽光発電システム等の
再生可能エネルギーの導入を
図ります。

公共施設等への太陽
光発電システムの

導入基数

累計　13基

6
③温室効果
ガスの吸収源
対策の推進

都市計画課 森林・里山保全事業
みどり基金、保存樹木等助成
制度を活用し、森林・里山の
保全を図ります。

保存樹木等指定本数

累計　21本

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標１　地球温暖化・エネルギー対策

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

支援実施
か所数

2か所／年
—

R5
支援実施
か所数

１か所以上／年

県のアドバイザーを招いた実習や
地域住民による自主的な環境整備
を支援

R6
～
R7

R8
支援実施か所数
２か所以上／年

引続き支援を行いながら、取組
地域を拡大

R9

R4
実積

マッチング
件数

0件／年
—

R5
マッチング

件数
１件以上／年

・森林所有者に所有森林の整備や
　貸出し等の意向調査を実施
・調査結果に基づく森林所有者と
　林業の担い手とのマッチングを
　実施

R6
～
R7

R8
マッチング

件数
１件以上／年

・調査結果に基づく森林所有者と
　林業の担い手とのマッチングを
　実施

R9

R4
実積

熱中症搬送
者数

18人／年
—

R5
熱中症搬送

者数
10人以下／年

町ホームページや広報誌等により
熱中症予防に関する啓発を実施

R6
～
R9

継続

9
熱中症搬送者数

10人以下／年

熱中症等の健康面への影響に
対する備えができるよう、
情報収集を行い、気候変動の
影響や熱中症対策について
周知・啓発を行い、熱中症
予防に努めます。

熱中症予防対策事業
スポーツ
健康課

④気候変動へ
の適応

継続

継続

8
③温室効果ガ
スの吸収源対
策の推進

産業観光課 森林整備推進事業
自伐型林業などによる森林整
備活動を支援します。

森林所有者と
林業の担い手との
マッチング件数

１件以上／年を
継続

継続

③温室効果
ガスの吸収源
対策の推進

環境課 里山整備活動支援事業
里山等の環境整備に係る地域
の住民等による自主的な活動
を支援します。

継続

年度 年度別目標 年度別実施概要 実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

項番 施策 担当課 事業内容事業名
目標

（R9年度末）

支援実施か所数

２か所以上／年を
継続

7
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標１　地球温暖化・エネルギー対策

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

実施施設数
12施設／年

—

R5
実施施設数
12施設／年

緑のカーテン等により、公共施設に
おける緑化の推進とヒートアイラン
ド対策の啓発を実施

R6
実施施設数
12施設／年

〃

R7
実施施設数
1３施設／年

〃

R8
実施施設数
1３施設／年

〃

R9
実施施設数
1４施設／年

〃

R4
実積

①42件
②854.8m

—

R5

①シンボルツリー
　指定件数
　１件以上／年
②いけがき助成
　総延長
　10ｍ以上／年

シンボルツリー奨励事業補助金、
いけがき設置奨励事業補助金に係る
制度の周知を実施

R6
～
R9

R4
実積

防災アプリ
登録者数

累計6,176人
—

R5
防災アプリ
登録者数

累計6,600人以上

計画に基づき、防災情報の発信力
強化のための周知・啓発を実施

R6
防災アプリ
登録者数

累計7,000人以上
〃

R7
防災アプリ
登録者数

累計7,400人以上
〃

R8
防災アプリ
登録者数

累計7,800人以上
〃

R9
防災アプリ
登録者数

累計8,200人以上
〃

市街地緑化推進事業

継続

実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

10
④気候変動へ

の適応
環境課 公共施設等緑化推進事業

緑のカーテンなどによる
公共施設等における緑化を
推進し、ヒートアイランド
対策を推進します。

緑のカーテン
実施施設数

累計１4施設以上

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要

④気候変動へ
の適応

都市計画課
市街地における緑化を推進し
ヒートアイランド対策や
街並みの緑化を促進します。

①シンボルツリー
指定件数

１件以上／年を継続

②いけがき助成延長
１0ｍ以上／年を継続

12
④気候変動へ

の適応
危機管理課 防災情報発信強化事業

周知啓発により、おおいそ防
災・行政ナビの登録者数増を
図り、防災生活情報メール及
びSNS等による
防災情報の発信力強化に
努めます。

防災アプリ登録者数

累計8,200人以上

11
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標２　自然環境の維持・保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

マッチング
件数

0件／年
—

R5
マッチング

件数
１件以上／年

・森林所有者に所有森林の整備や
　貸出し等の意向調査を実施
・調査結果に基づく森林所有者と
　林業の担い手とのマッチングを
　実施

R6
～
R7

R8
マッチング

件数
１件以上／年

・調査結果に基づく森林所有者と
　林業の担い手とのマッチングを
　実施

R9

R4
実積

支援実施
個所数

2か所／年
—

R5
支援実施か所数
１か所以上／年

県のアドバイザーを招いた実習や
地域住民による自主的な環境整備
を支援

R6
～
R7

R8
支援実施か所数
２か所以上／年

引続き支援を行いながら、取組
地域を拡大

R9

R4
実積

講習会実施
回数

1回／年
—

R5
講習会実施

回数
１回以上／年

鳥獣被害に関する知識や技術の地域
への定着を図るため、鳥獣被害対策
講習会を実施

R6
～
R9

里山等の環境整備に係る地域
の住民等による自主的な活動
を支援します。

支援実施か所数

２か所以上／年を
継続

継続

継続

15
①森林・里山
の整備・保全

産業観光課 鳥獣被害対策事業

人と野生鳥獣の棲み分けを図
るため、住民主体・地域ぐる
みでの鳥獣害対策を支援し、
有害鳥獣を増やさない、寄せ
付けない地域づくりを推進し

ます。

鳥獣被害対策に関す
る講習会の実施回数

１回以上／年を継続

継続

事業内容
目標

（R9年度末）
年度別目標 年度別実施概要 実施結果

事業費
（決算額）
（千円）

13
①森林・里山
の整備・保全

産業観光課
【再掲（8）】
森林整備推進事業

自伐型林業などによる森林整
備活動を支援します。

森林所有者と
林業の担い手との
マッチング件数

１件以上／年を
継続

継続

継続

項番 施策 担当課 事業名 年度

①森林・里山
の整備・保全

14 環境課
【再掲（7）】
里山整備活動支援事業
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標２　自然環境の維持・保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

野生復帰・
里親率
62.9%

—

R5
野生復帰・
里親率

60％以上／年

指定獣医と協働し、野生復帰・里親
化のための傷病野生鳥獣の保護活動
を実施

R6
～
R9

R4
実積

マッチング
件数

11件／年
—

R5
マッチング

件数
１件以上／件

関係機関と連携し、荒廃農地・遊休
農地と新規就農者等との貸借マッチ
ングを実施

R6
～
R9

R4
実積

地場産品の
PR実施回数
1回／年

—

R5
地場産品の
PR実施回数
１回以上／年

町ホームページや農産物まつり、
農産物品評会等で、地場産品の
PRを実施

R6
～
R9

R4
実積

河川の環境基準
（BOD値）
未達成

—

R5
河川の環境基準
（BOD値）の

達成

公共用水域の水質汚濁の進行防止の
ため、定期的な水質調査を実施

R6
～
R9

事業内容
目標

（R9年度末）

継続

遊休農地活用事業
遊休農地の農業新規参入者へ
のあっせんや、市民農園など
に有効活用します。

荒廃・遊休農地と
新規就農者等との
マッチング件数

１件以上／年を
継続

農業振興普及事業

ホームページや農産物まつり
農産物品評会等で地場産品の
PRを行うことで地域農業の
振興を図ります。

地場産品の
PR実施回数

１回以上／年を
継続

③水辺保全の
推進

環境課
公共用水域水質汚濁防止
事業

公共用水域における定期的な
水質調査を行い、水質汚濁に
係る環境基準のモニタリング
を実施します。

河川の環境基準
（BOD値）の達成

継続

継続

事業費
（決算額）
（千円）

17
②農地保全の

推進
産業観光課

18
②農地保全の

推進
産業観光課

19

項番 年度施策

16
①森林・里山
の整備・保全

環境課 傷病野生鳥獣保護事業

担当課 事業名 年度別目標 年度別実施概要 実施結果

傷病野生鳥獣の保護活動を行
い、野生復帰や里親化に努め
ます。

傷病野生鳥獣の野生
復帰・里親率

60%以上／年を
達成・維持

継続
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標２　自然環境の維持・保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

来場者数
16,675人／年

—

R5
来場者数
20,000人
以上／年

海水浴場の整備を行い、関係団体と
協力して海岸のイベント等を実施
し、海と触れ合う機会を提供

R6
来場者数
22,000人
以上／年

〃

R7
来場者数
24,000人
以上／年

〃

R8
来場者数
26,000人
以上／年

〃

R9
来場者数
28,000人
以上／年

〃

R4
実積

未実施 —

R5
美化啓発者数
75人以上／年

フィッシングフェア等のイベントの
周知により、参加者数の増を図り、
参加者に対する美化啓発を実施

R6
美化啓発者数
100人以上／年

〃

R7
～
R9

R4
実積

実施回数
1回／年

—

R5
実施回数

１回以上／年
「川の観察会」等の生物に係る自然
体験学習を開催

R6
～
R9

20

項番

周知・啓発により、釣りや海
水浴などでのマナー向上を促
進します。

美化啓発対象者数

100人以上／年を
継続

継続

22
④生物多様性

の保全
環境課 自然体験学習事業

生き物調査や自然体験学習会
の実施をとおして、水と触れ
合える場や生物多様性の大切
さを学習する機会を提供しま
す。

自然体験学習の
実施回数

１回以上を継続

継続

事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要

事業費
（決算額）
（千円）

海水浴場活用事業
関係機関と連携し、海水浴場
の活用を図り、水と触れ合え
る場の提供を行います。

海水浴場への
来場者数

28,000人
以上／年

なぎさ美化啓発事業

施策 担当課

③水辺保全の
推進

産業観光課

21
③水辺保全の

推進
産業観光課

実施結果
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標２　自然環境の維持・保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

ビオトープの
か所数

累計１か所
—

R5
ビオトープの

か所数
累計１か所

・既存の生態系を維持できるよう
　整備
・新しく整備可能な施設を検討

R6
ビオトープの

か所数
累計１か所

大磯中学校建替事業に合わせ、
同施設内へのビオトープ整備に
向けて検討

R7
ビオトープの

か所数
累計１か所

大磯中学校建替事業に合わせ、
同施設内へのビオトープ整備に
向けて調整

R8
～
R9

23

実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標

学校等の公共用地に、生物多
様性に関する理解の場として
ビオトープ等を整備します。

ビオトープの
か所数

累計１か所

継続

年度別実施概要

④生物多様性
の保全

学校教育課 ビオトープ整備事業
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標３　生活環境の保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

①未達成
②達成

—

R5

①河川の環境基準
（BOD値）の達
成
②大気の環境基準
（二酸化窒素濃
度）の達成を維持

町内における生活環境や人の健康に
係る環境状態の把握のため、定期的
な環境調査を実施

R6
～
R9

R4
実積

523.8ha —

R5
整備済面積

累計
562.1ha

公共下水道の整備を行うとともに、
供用開始区域へ接続に関する周知を
実施

R6
整備済面積

累計
600.4ha

〃

R7
整備済面積

累計
638.7ha

〃

R8
整備済面積

累計
638.7ha

供用開始区域へ接続に関する周知を
実施

R９

R4
実積

セミナー・相談
会の開催回数
１回／年

—

R5
セミナー・相談

会の開催
１回以上／年

空き家に関するセミナー・相談会を
開催

R6
～
R9

年度別実施概要

生活排水処理推進事業

生活排水処理計画に基づき、
公共下水道の整備推進や接続
率の向上を図り河川などの水
質汚濁の防止を推進します。

下水道整備済面積

累計
638.7ha

26
①健康で快適
な生活環境の

確保
都市計画課 空き家対策事業

良好な景観、生活環境等を
確保するため、空き家の
予防、適正な管理、活用を
促進します。

空き家に関する
セミナー・相談会の

開催

１回以上／年を
継続

事業費
（決算額）
（千円）

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標

継続

24
①健康で快適
な生活環境の

確保
環境課

実施結果

大気・水質モニタリング
事業

公共用水域における水質調査
や町域の大気調査を行い、
公害監視を継続します。

①河川の環境基準
（BOD値）の達成

②大気の環境基準
（二酸化窒素濃度）

の達成を維持

継続

継続

25
①健康で快適
な生活環境の

確保
下水道課
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標３　生活環境の保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

広報やホーム
ページでの周知

１回／年
—

R5
広報やホーム
ページでの周知
１回以上／年

住宅等の建築や屋外広告物設置の際
に良好な景観の保全・形成が図れる
よう大磯町景観計画の周知・啓発を
実施

R6
～
R9

継続

R4
実積

①42件
②854.8m

—

R5

①シンボルツリー
　指定件数
　１件以上／年
②いけがき助成
　総延長
　10ｍ以上／年

シンボルツリー奨励事業補助金、い
けがき設置奨励事業補助金に係る制
度の周知を実施

R6
～
R9

R4
実積

植樹本数
13本／年

—

R5
植樹本数
10本／年

大磯町松くい被害対策自主事業計画
を基に、樹林帯の保全のための植樹
を実施

R6
～
R9

R4
実積

整備面積
累計1.2ha

—

R5
整備面積
累計1.2ha

国と協働し明治記念大磯邸園の
整備を推進

R6
整備面積
累計1.2ha

〃

R7
整備面積
累計2.7ha

国と協働し明治記念大磯邸園の
整備を完了

継続

29
②大磯らしい
景観の形成

都市計画課 樹林保全事業

松くい虫やナラ枯れ被害の
対策を推進し、植樹等に
よる樹林の保全の推進を
図ります。

植樹本数
5０本／５年

明治記念大磯邸園の
整備面積

累計2.7ha

江戸時代の宿場町と明治期以
来の旧保養別荘地（邸園）を
保全し、歴史の魅力と風格と
のあるまちづくりをします。

歴史的景観保全まちづくり
事業

都市計画課
②大磯らしい
景観の形成

30

27

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）

②大磯らしい
景観の形成

都市計画課
景観誘導促進事業

大磯町景観計画に基づき、自
然や歴史の優れた景観など各
地区の特色を生かした総合的
な観点から景観誘導を促し、
良好な景観の保全・形成を図
ります。

大磯町景観計画の広
報やホームページで

の周知

１回以上／年を継続

事業費
（決算額）
（千円）

【再掲（11）】
市街地緑化推進事業

市街地における緑化を推進し
ヒートアイランド対策や
街並みの緑化を促進します。

①シンボルツリー
指定件数

１件以上／年を継続

②いけがき助成延長
１0ｍ以上／年を継続

②大磯らしい
景観の形成

都市計画課

継続

28

年度 年度別目標 年度別実施概要 実施結果
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標３　生活環境の保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

町民１人当たり
の施設緑地面積
59.59㎡

—

R5
町民１人当たり
の施設緑地面積
58.40㎡

明治記念大磯邸園の整備等による
施設緑地の拡大を推進

R6
町民１人当たり
の施設緑地面積
58.80㎡

〃

R7
町民１人当たり
の施設緑地面積
59.20㎡

〃

R8
町民１人当たり
の施設緑地面積
59.60㎡

〃

R9
町民１人当たり
の施設緑地面積
60.00㎡

〃

R4
実積

整備面積
累計1.2ha

—

R5
整備面積
累計1.2ha

国と協働し明治記念大磯邸園の
整備を推進

R6
整備面積
累計1.2ha

〃

R7
整備面積
累計2.7ha

国と協働し明治記念大磯邸園の
整備を完了

R4
実積

リニューアル公
園数

0公園／年
—

R5
リニューアル公

園数
２公園／年

公園内の遊具や植栽のリニューアル
化を実施

R6
リニューアル公

園数
２公園／年

公園内の遊具や植栽のリニューアル
化を実施し、令和７年度以降の整備
計画を検討

33
③快適で安全
なまちづくり

の推進
都市計画課 公園リニューアル推進事業

遊具・植栽など公園施設のリ
ニューアルを図ります。

リニューアル公園数

累計　４公園

実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

31
②大磯らしい
景観の形成

都市計画課 施設緑地面積拡大推進事業

施設緑地の適正な規模と配置
を検討し、町民1人当たりの
施設緑地面積の拡大を図りま
す。

町民１人当たりの
施設緑地面積

60.00㎡

32
③快適で安全
なまちづくり

の推進
都市計画課

【再掲（30）】
歴史的景観保全まちづくり
事業

江戸時代の宿場町と明治期以
来の旧保養別荘地（邸園）を
保全し、歴史の魅力と風格と
のあるまちづくりをします。

明治記念大磯邸園の
整備面積

累計2.7ha

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標３　生活環境の保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

町民１人当たり
の施設緑地面積
59.59㎡

—

R5
町民１人当たり
の施設緑地面積
58.40㎡

明治記念大磯邸園の整備等による
施設緑地の拡大を推進

R6
町民１人当たり
の施設緑地面積
58.80㎡

〃

R7
町民１人当たり
の施設緑地面積
59.20㎡

〃

R8
町民１人当たり
の施設緑地面積
59.60㎡

〃

R9
町民１人当たり
の施設緑地面積
60.00㎡

〃

35
③快適で安全
なまちづくり
の推進

都市計画課 地域公共交通利用促進事業
地域公共交通の利用促進を図
るとともに、既存バス路線の
維持に努めます。

大磯町地域公共交通
計画を策定する

R5 計画を策定
関係機関と連携し、大磯町地域公共
交通計画を策定

R4
実積

実施回数
2回／年

—

R5
実施回数

２回以上／年

歴史的資源に関する意識啓発を図る
ため、生涯学習に関する各種講座を
開催

R6
～
R9

事業費
（決算額）
（千円）

34
③快適で安全
なまちづくり

の推進
都市計画課

【再掲（31）】
施設緑地面積拡大推進事業

施設緑地の適正な規模と配置
を検討し、町民1人当たりの
施設緑地面積の拡大を図りま
す。

町民１人当たりの
施設緑地面積

60.00㎡

36
④歴史・文化

の保全
生涯学習課 歴史的資源意識啓発事業

歴史的資源に触れ合う機会を
つくり、意識啓発を図りま
す。

歴史的資源に関する
講座の開催回数

２回以上／年を
継続

継続

年度別目標 年度別実施概要 実施結果施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度項番
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標３　生活環境の保全

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

指定・登録・記
録文化財の数

54件
—

R5
指定・登録・記
録文化財の数
累計　55件

国や県と協働し、文化財の情報報収
や指定等に向けたスケジュールを
検討

R6
指定・登録・記
録文化財の数
累計　55件

資料収集や調査を実施し、新たに
指定等を行う文化財を選定

R7
指定・登録・記
録文化財の数
累計　55件

詳細調査、所有者への確認等、申請
手続に向けた事前調整を実施

R8
指定・登録・記
録文化財の数
累計　55件

申請手続を実施

R9
指定・登録・記
録文化財の数
累計　5６件

登録手続きを実施

37
④歴史・文化

の保全
生涯学習課

指定・登録・記録文化財
推進事業

補助制度の活用などにより、
史跡などの文化財の指定・登
録・保全・活用を図ります。

指定・登録・記録
文化財の数

累計　56件

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要 実施結果

事業費
（決算額）
（千円）
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標４　循環型社会の構築

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

一人１日あたり
のごみの排出量

890g
（見込み）

—

R5
一人１日あたり
のごみの排出量

901.1g

４R活動等のごみの排出抑制に関す
る普及啓発や、事業系ごみの減量に
対する指導等を実施

R6
一人１日あたり
のごみの排出量

882.2g
〃

R7
一人１日あたり
のごみの排出量

864.3g
〃

R8
一人１日あたり
のごみの排出量

845.8g
〃

R9
一人１日あたり
のごみの排出量

842.3g
〃

R4
実積

フードドライブ
の実施回数
2回／年

—

R5
フードドライブ
の実施回数
２回以上／年

フードドライブの実施や食品ロス削
減に繫がる消費行動の啓発を実施

R6
～
R9

R4
実積

ごみの資源化率
28.1%

（見込み）
—

R5
ごみの資源化率
33.0％以上

ごみの資源化に関する普及啓発や
資源回収協力制度の活用、リサイク
ル製品の利用を促進

R6
～
R9

継続

継続

40
②ごみの資源
化の推進

環境課 ごみの資源化促進事業
ごみの資源化に関する啓発を
行います。

ごみの資源化率

33.0％以上

38
①ごみの減量
化の推進

環境課 ごみの排出抑制啓発事業
ごみの排出抑制に関する啓発
や４Ｒの推進によりごみの
減量化を図ります。

一人１日あたりの
ごみの排出量

842.3g

39
①ごみの減量
化の推進

環境課 食品ロス対策推進事業

食品ロス削減につながる消費
行動の啓発を行い、フードド
ライブの実施などの取組みを
行います。

フードドライブの
実施回数

２回以上／年を継続

実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標４　循環型社会の構築

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R5 —
他自治体での策定状況や、策定内容
についての調査研究の実施

R6 —
庁内調整等を行い、対象品目などの
検討と方針案の作成

R7
グリーン購入基
本方針を策定す

る
方針を策定

R4
実積

46件 —

R5
不法投棄件数
10件以下／年

周知啓発やパトロールを実施し、
不法投棄防止看板や防犯カメラの
設置等の対策を実施

R6
～
R9

R4
実積

①アダプト団体数
累計７団体

②花いっぱい運動団
体数　累計５団体

—

R5

①アダプト団体数
累計７団体

②花いっぱい運動団
体数　累計５団体

アダプト制度及び花いっぱい運動の
制度について、団体数の増のための
周知や補助金や現物支給等による支
援を実施

R6
～
R7

R8

①アダプト団体数
累計８団体

②花いっぱい運動団
体数　累計６団体

〃

R9

実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

42
③ごみの適正

処理
環境課 不法投棄防止対策事業

不法投棄防止の啓発や、町民
との連携により、ごみのポイ
捨て、不法投棄のパトロール
を行います。

不法投棄件数

年間10件以下／年を
継続する

①アダプト制度の
団体数

累計８団体

②花いっぱい運動の
団体数

累計６団体

アダプト制度や花いっぱい
運動により、地域住民による
環境美化活動を促進します。

地域美化活動支援事業都市計画課
④まちの美化

の推進
43

継続

継続

継続

41
②ごみの資源
化の推進

環境課
グリーン購入基本方針策定
事業

グリーン購入基本方針を作成
し、環境にやさしい製品の購
入に率先して取り組みます。

グリーン購入基本
方針を策定する

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標５　環境教育・学習の推進

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

講座への
参加人数
313人

—

R5
講座への
参加人数

300人以上／年

古文書裏打クラブ、古文書解読クラ
ブ、写真整理クラブ、企画展関連講
演会等を実施

R6
～
R9

R4
実積

交付件数
6件／年

—

R5
交付件数

6件以上／年
交付金の交付による、保存・継承
支援を実施

R6
～
R9

R4
実積

来館者数
郷土資料館
　24,719人／年
旧吉田茂邸
　23,481人／年

—

R5

来館者数
郷土資料館
　25,000人／年
旧吉田茂邸
　25,000人／年

郷土に対する理解の増進を図るため
ホームページ、ブログ、SNS等を活
用して情報発信を実施

R6

来館者数
郷土資料館
　26,000人／年
旧吉田茂邸
　27,000人／年

〃

R7

来館者数
郷土資料館
　28,000人／年
旧吉田茂邸
　32,000人／年

〃

R8

来館者数
郷土資料館
　30,000人／年
旧吉田茂邸
　36,000人／年

〃

R9

来館者数
郷土資料館
　32,000人／年
旧吉田茂邸
　40,000人／年

〃

46
①歴史・文化
を大切にする
人材の育成

郷土資料館 歴史・文化情報発信事業

郷土資料館、旧吉田茂邸の活
用などにより、歴史・文化の
情報発信や、郷土に対する理
解の増進を図ります。

郷土資料館来館者数
32,000人／年を

継続

旧吉田茂邸来館者数
40,000人／年を

継続

実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

44
①歴史・文化
を大切にする
人材の育成

郷土資料館
歴史・文化学習講座実施事
業

歴史・文化を学ぶ講座を実施
します。

講座への参加人数

300人以上／年を
継続

45
①歴史・文化
を大切にする
人材の育成

生涯学習課 伝統行事等保存・継承事業
地域に残る伝統的な祭り・行
事や郷土芸能などの継承を支
援します。

指定文化財保存管理
奨励交付金の交付件

数

6件／年を
継続

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要

継続

継続
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標５　環境教育・学習の推進

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

体験学習
参加人数
７４人／年

—

R5
体験学習
参加人数

70人以上／年

自然環境体験学習の参加者数増を
図るため、海の教室等を実施

R6
～
R7

R8
体験学習
参加人数

８0人以上／年
〃

R9

R4
実積

0クラブ —

R5
自治体窓口を
開設する

大磯町におけるこどもエコクラブの
自治体窓口を開設

R6
実施回数

2回以上／年
環境に係るイベント等で、こどもエ
コクラブの周知・PRを実施

R7

R8
登録クラブ
１クラブ／年

登録者クラブの増を図るため、こど
もエコクラブの登録を推進

R9 〃 〃

継続

こどもエコクラブの数

累計　２クラブ

こどもエコクラブの登録を推
進し、活動を支援します。

こどもエコクラブ活動
支援事業

環境課
③普及啓発・
情報発信の強

化
48

年度 年度別目標 年度別実施概要 実施結果
事業費
（決算額）
（千円）

47
②環境学習・
体験の機会の

提供
郷土資料館 自然環境体験学習事業

自然環境に関する体験学習や
講座を実施し、学びの場を提
供します。

自然環境に関する
体験学習の参加人数

80人以上／年を
継続する

継続

継続

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標５　環境教育・学習の推進

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

食育指導の
回数

１回／年
—

R5 —
食育担当者会において、学校におけ
る食育指導の課題を共有し、推進に
向けた内容を協議

R6
食育指導の

回数
学期に１回

・小学校では、栄養教諭等による食育
　指導及びJAふれあい給食を実施
・中学校では、食育担当者を中心とした
　食育指導を実施

R7
食育指導の

回数
学期に１回

・小学校では、栄養教諭等による
　食育指導の充実
・中学校では、食育担当者を中心とした
　食育指導の充実

R8
食育指導の

回数
学期に１回

栄養教諭によるネットワーク支援を
積極的に活用し、小学校及び中学校
において栄養教諭による食育指導を
実施

R9
食育指導の

回数
学期に１回

食育担当者会において、学校におけ
る食育指導の成果と課題を確認し、
町全体の食育を推進

R4
実積

大磯産食材の
割合
11.8%

—

R5
大磯産食材の

割合
17％

学校と協議を行い学校給食における
大磯産食材の使用に係る課題共有を
実施

R6
大磯産食材の

割合
18.5％

他機関と協議を行い、学校給食に
おける大磯産食材の使用に係る
課題共有を実施

R7
大磯産食材の

割合
20％

他機関と協議を行い、学校給食に
おける大磯産食材の使用に係る
課題解決に向けた検討を実施

R8
大磯産食材の

割合
21.5％

他機関と連携し、大磯産食材の
仕入れ回数を増やし大磯産品デーの
回数を増化

R9
大磯産食材の

割合
23％

他機関と連携し、安定的に大磯産
食材の供給を図り、各学期毎に大磯
産品デーを行えるよう調整を実施

実施結果

49
③普及啓発・
情報発信の強

化
学校教育課 食育推進事業

小学校：学校給食を活用した
食育を図る。
中学校：授業を中心に食育の
推進に努める。

学校における食育
指導の実施回数

１学期に１回を継続

年度 年度別目標 年度別実施概要
事業費
（決算額）
（千円）

50
③普及啓発・
情報発信の強

化
学校教育課 大磯産給食推進事業

地産地消の給食を推進しま
す。

学校給食における
大磯産食材の割合

23％以上

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
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第３次大磯町環境基本計画前期実施計画　実施事業一覧表

基本目標５　環境教育・学習の推進

評価

　A：順調に推移
　B：一定の進捗がある
　C：進捗は遅れている
　D：進捗は大幅に遅れている

進捗
（A～D） 評価内容

R4
実積

実施回数
１回／年

—

R5
実施回数

１回以上／年
環境に係る講演会や意見交換会を
実施

R6
～
R9

R4
実積

①アダプト団体数
累計７団体

②花いっぱい運動団
体数　累計５団体

—

R5

①アダプト団体数
累計７団体

②花いっぱい運動団
体数　累計５団体

アダプト制度及び花いっぱい運動の
制度について、団体数の増のための
周知や補助金や現物支給等による
支援を実施

R6
～
R7

R8

①アダプト団体数
累計８団体

②花いっぱい運動団
体数　累計６団体

〃

R9

継続

52

④環境保全に
おけるパート
ナーシップの

形成

都市計画課
【再掲43】
地域美化活動支援事業

アダプト制度や花いっぱい
運動により、地域住民による
環境美化活動を促進します。

①アダプト制度の
団体数

累計８団体

②花いっぱい運動の
団体数

累計６団体

継続

継続

51

④環境保全に
おけるパート
ナーシップの

形成

環境課 町民・事業者交流事業
町民・事業者との協働により
環境保全に関する講演会や意
見交換会を開催します。

講演会、意見交換会
等の実施回数

１回以上／年を継続

項番 施策 担当課 事業名 事業内容
目標

（R9年度末）
年度 年度別目標 年度別実施概要 実施結果

事業費
（決算額）
（千円）
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